
◆目標管理者

Ｈ２８
重点施策

《平成２８年度　建設部　組織目標》　

部長　　　　　北中　建道

◆部局の役割・目標像 ◆職員数および当初予算規模

草津市民や草津を訪れる人々にとって、心地よさをいつも感じられ、住みよいまちをつくるため、都市形成の基盤をなす道路、
河川、公園、市営住宅の整備を進めるとともに、インフラ資産の適正な維持管理を図ります。

◆広域主要幹線道路から生活道路・歩道まで円滑な移動ができるための整備を計画的に進め、道路空間の確保、安全性、快適性を高めていき
ます。
◆大雨による家屋等の浸水被害の軽減と未然防止を図るため、雨水排水路の整備を進めるとともに、各種ハザードマップ等を活用した出前講座
などを通して洪水や土砂災害に対する市民の防災意識向上を図ります。
◆公園や緑地の整備とともに、まちなみ緑化や水辺空間の整備、活用を通して、安らぎと憩いの場の充実を図ります。
◆今後想定される大規模な災害時における道路等の早期復旧等を目的とし、官地と民地の境界に関する正確な情報を得るため、人口集中地区
である都市部の地籍調査を進めます。
◆市営住宅の供給・管理に加え、計画的な建替え・改修により良質な住宅資産の形成を図るとともに、改良住宅の譲渡の推進に向けて取り組み
ます。

所属
職員数（人） 当初予算規模（千円）

正規 特任 再任用 嘱託 臨時 総計 歳出（職員費を除く） 特定財源 一般財源

経営層（部長、副部長） 3 3 － － －

656,669

河川課 8 1 9 448,365 352,865 95,500

道路課 15 2 2 19 1,217,227 560,558

441,731

土木管理課 5 2 3 2 12 35,487 30,988 4,499

公園緑地課 8 2 2 12 2,423,988 1,982,257

241,625 26,202

3,168,293 1,224,601

　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）

　２．重点目標 　　３．目標達成のための取り組みと成果目標 総合計画上の位置づけ

合計 44 0 3 9 9

住宅課 5 1 2 2 10 267,827

65 4,392,894

②

【取り組み】
　市道長寿命化事業を進めます。
（事業費193,110千円　うち平成27年度予算明許繰越67,019千円）

【成果目標】
　・橋梁長寿命化事業　工事3橋、設計2橋
　　（平成27年度　工事2橋）
　・舗装修繕事業　工事1,520m、設計980m
　　（平成27年度　工事998m、設計960m）
　・道路附属物修繕事業　工事（照明9基、標識5基、反射鏡1基）
　　（平成27年度　設計　照明21基、標識27基、反射鏡99基）
　・橋梁点検　118橋
　　（平成27年度　77橋）
　・大型カルバート点検　2箇所

分野：防犯・防災
施策：公共下水道雨水幹線
の整備

分野：道路・交通
施策：道路空間の維持管理
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・主要幹線道路における交通量の増加等により慢性的な交通渋滞が
生じており、生活道路への交通流入量が増加傾向であることから、主
要幹線道路の整備と、安全で快適な道路空間の整備が求められてい
ます。
・道路施設の老朽化や大規模な災害の発生の可能性を踏まえた道路
の適正な管理を行うため、法改正されたことにより、橋梁や舗装、道路
附属物の点検・調査が義務化され、最小限の維持管理コストで道路の
安全・安心な通行の確保を目的とした修繕事業の取り組みが必要と
なっています。

①

・主要幹線道路として整備を進めている大江霊仙寺線南笠工区の整備を
計画的に進め、早期整備完了を目指します。
・市民生活に必要な道路の適切な維持管理を行うため、「事後保全」から
「予防保全」や維持管理コストの平準化等への方向転換に取り組み、道路
の安全・安心な通行を確保するための点検・設計・工事を進めます。

①

【取り組み】
　大江霊仙寺線南笠工区(L=900m)その1、その2の整備を進めま
す。(事業費  55,000千円)

【成果目標】
　整備進捗率　3％（平成27年度　0％）

分野：道路・交通
施策：幹線道路の整備
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・平成２５年度の台風１８号をはじめ、近年発生しているゲリラ豪雨に
より、全国的に浸水被害が発生していることから、市民の浸水被害に
対する意識が高まっています。
・雨水幹線整備の進捗を図ることで、洪水や内水氾濫などが予想され
る区域での排水能力の向上に繋がり、浸水被害が低減されます。

② 　市内の雨水幹線整備を計画的に進めます。 ③

【取り組み】
　雨水幹線の整備を進めます。（事業費　297,800千円）

【成果目標】
　雨水幹線整備率の向上　　　19.9％ → 20.0％
　（平成27年度　19.8% → 19.9%）
　（事業個所）
　　矢橋第2排水区、北川第３排水区
　　新草津川左岸第4排水区
　（平成27年度　矢橋第2排水区、伊佐々川第3排水区）

・・・平成２８年度予算重点施策に
関連する項目には、「３．目標
達成のための取り組みと成果
目標」欄に、左の記号を記載
しています。

重

建設部～1～



Ｈ２８
重点施策

分野：住宅・住生活
施策：良質な住宅資産の形
成
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・住宅地区改良事業等により建設を行った改良住宅については、譲渡
による入居者の持ち家化を前提に整備した住宅であるが、譲渡が進
まないまま、老朽化による耐用年数を迎えつつあります。
・平成26年度に譲渡価格の設定、譲渡手法等の課題を市内部の方向
性として整理しました。
・平成27年度に譲渡の基本方針について、入居者等への説明や検
討・協議を進めました。

④ 　改良住宅の譲渡に向けて基本方針の策定を進めます。 ⑥

【取り組み】
　外部の有識者等で構成する草津市改良住宅譲渡審議会を設置
し、入居者等で組織する譲渡検討委員会の協議を踏まえて作成し
た「改良住宅譲渡基本方針（案）」について諮問します。
　（事業費　3,932千円）
　
【成果目標】
　当該審議会の答申を受け、譲渡の基本方針を策定します。

重点⑤
スポーツ・健
康

重点⑥-2
（リーディン
グ）
中心市街地
活性化
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・市民の憩いと安らぎが感じられるよう、緑地・オープンスペースの確
保、整備が求められています。
・老朽化が進む市内の都市公園において、安全性の確保と機能保全
を図りつつ、維持管理コストの縮減を図るため、公園施設の維持管理
や長寿命化対策を計画的に進める必要があります。

③

・緑の基本計画に基づき市民1人あたりの都市公園面積を7㎡にするため、
野路公園および野村公園の整備を進めます。
・野村公園の整備については、中心市街地におけるにぎわい拠点の整備
に向け、市民スポーツの拠点である野村市民体育館をスポーツのほかに
も各種イベントが実施可能な体育館として建て替えるための設計業務を行
います。
・公園施設長寿命化計画に従い、効率的、効果的な施設の改修または更
新を行います。

④

【取り組み】
　野路公園および野村公園の整備を行います。
（事業費）
・野路公園整備費
　　用地取得　108,991千円
　　　　　　　　　（うち平成27年度予算明許繰越 41,985千円）
・野村公園整備費
　　体育館建設実施設計業務他　26,279千円
　　　　　　　　　（平成27年度予算明許繰越）
　　用地測量分筆登記他　    13,777千円
　　用地取得　2,121,321千円
　　　　　　　　　（うち平成27年度予算明許繰越　375,028千円）

【成果目標】
・野路公園の用地を取得します。
・野村公園体育館等の実施設計を進めるとともに用地を取得しま
す。

　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）

　２．重点目標 　　３．目標達成のための取り組みと成果目標 総合計画上の位置づけ

分野：うるおい・景観
施策：公園・緑地の整備

分野：商工観光
施策：中心市街地のにぎわ
いの創出

⑤

【取り組み】
　都市公園内の施設の長寿命化事業を進めます。
（事業費）
　　ロクハ公園改修費　  6,200千円
　　弾正公園改修費　　 93,800千円
　　みずの森改修費　   16,244千円
　　児童公園等改修費  42,118千円

【成果目標】
　都市公園および児童遊園の修繕・再整備を実施します。

分野：うるおい・景観
施策：公園・緑地の整備

重

建設部～2～


